
 

（別紙１） 

業務委託する施設の概要 

１ 蒲郡市下水道浄化センター 

現有処理能力  水処理  ２４，７００（ｍ３／日）［令和７年４月１日現在］ 

※現有処理能力については見直し作業が進められており次期契約期間中に 

約２９,０００（ｍ３／日）に見直される見込み。 

 

運転開始    昭和５２年８月 

 

設  備    水処理：沈砂池設備、ポンプ設備、水処理設備、送風機設備、脱臭 

設備、水処理電気・機械設備、 

          汚泥処理：汚泥濃縮設備、汚泥脱水設備、脱臭設備、汚泥処理電 

気・機械設備 

その他 ：管理棟ほか建築物（建具・外部仕上げ等建築設備、建築

機械設備、建築電気設備等） 

 

処理方式    凝集剤添加硝化脱窒法（３段式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

主要設備機器 
機　　器　　名　　称 形　　　　式 能　　力　　等 数量

動力変圧器 乾式自冷式 ３§７５０ＫＶＡ　　６６００／４１５Ｖ／２２０Ｖ 1

動力変圧器 乾式自冷式 ３§５００ＫＶＡ　　６６００／４１５Ｖ 2

ディーゼル機関 水冷式 ８気筒　１５００ＰＳ　４サイクル 1

発電機 ３§１２５０ＫＶＡ　　６６００Ｖ６０Ｈｚ 1

流入ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ２．５×Ｈ２．５ｍ　　５．５Ｋｗ 1

バイパスゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ２．５×Ｈ１．５ｍ　　２．２Ｋｗ 1

放流ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ２．５×Ｈ１．５ｍ　　２．２Ｋｗ 1

流入ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ１．５×Ｈ１．３５ｍ　１．５Ｋｗ 2

沈砂池 Ｗ３．０ｍ×Ｌ１８．０ｍ×水深０．８５ｍ 2

沈砂掻揚機 Ｖバケット付ダブルチェーンコンベア Ｗ３．０ｍ×Ｌ１８．０ｍ×Ｈ３．７ｍ　　１．５Ｋｗ 2

自動除塵機 ピンラック走行式間欠前面掻取式 Ｗ３．０ｍ×Ｈ３．２ｍ×速度７．０ｍ／ｍｉｎ　　２．２Ｋｗ 2

立軸渦巻斜流型 Ф４５０ｍｍ×２５ｍ3／ｍｉｎ×１５ｍ×１１０Ｋｗ（２次抵抗速度制御式） 2

立軸渦巻斜流型 Ф４５０ｍｍ×２５ｍ3／ｍｉｎ×１５ｍ×１１０Ｋｗ 1

片吸込多段タービンブロワー Ф３００ｍｍ×９５ｍ3／ｍｉｎ×５５００ｍＡｑ×１５０Ｋｗ 2

片吸込多段タービンブロワー Ф４００ｍｍ×１９０ｍ3／ｍｉｎ×５５００ｍＡｑ×２８０Ｋｗ 1

プリエアレーションタンク 散気旋回流式 Ｗ４．５ｍ×Ｌ３９．０ｍ×水深３．９ｍ　　 1

１系列　最初沈澱池　 Ｗ８．７５ｍ×Ｌ３６．５ｍ×水深２．７ｍ　　２並列２池 2

１系列　掻寄機　 モノレール式汚泥掻寄機 2

２系列　最初沈澱池　 Ｗ１８．０ｍ×Ｌ１８．０ｍ×水深２．７ｍ　　２池連結 2

２系列　掻寄機　 短形池中心駆動式スキマ付掻寄機 外周速度２．９ｍ／ｍｉｎ０．０５３９ｒｐｍ　　０．７５Ｋｗ 2

初沈汚泥引抜弁 鋳鉄製電動弁 Ф２５０ｍｍ×０．２Ｋｗ 6

エアレーションタンク ステップ流入式多段硝化脱窒法 Ｗ５．０ｍ×Ｌ７０．０ｍ×水深５．０ｍ　　４水路連結 2

水中ミキサー ２．８Ｋｗ 8

水中撹拌機 ３．７Ｋｗ 20

水中撹拌機 ５．５Ｋｗ 2

電動テレスコープ弁 Ф２５０ｍｍ×Ｌ６００ｍ×０．７５Ｋｗ×１池２基 8

最終沈澱池 Ｗ１０．５ｍ×Ｌ４６．０ｍ×水深３．０ｍ　　 4

掻寄機 Ｗチェーンフライト板 Ｗ４４００ｍｍ×７０ｍｍ×８０ｍｍ速度７．０ｍ／ｍｉｎ　　２．２Ｋｗ 4

返送汚泥ポンプ 横軸渦巻斜流型 Ф３００ｍｍ×１３ｍ3／ｍｉｎ×１０ｍ×５５Ｋｗ（ＶＳモーター制御） 2

〃 横軸渦巻斜流型 Ф３００ｍｍ×１３ｍ3／ｍｉｎ×１０ｍ×３７Ｋｗ（吐出弁制御） 1

仮設返送汚泥ポンプ 汚物用水中ノンクロッグポンプ Φ８０ｍｍ×０．８ｍ３/ｍiｎ×１．５ｋW 8

薬品混和池 Ｗ４．０ｍ×Ｌ４０．０ｍ×水深２．５ｍ　　 1

次亜塩注入ポンプ 低圧油圧ダイヤフラムポンプ ２００Ｌ／ｍｉｎ×０．２Ｋｗ 2

重力濃縮沈殿池 重力沈降式 掻き寄せ速度　2.5m/min 0.75kW 1

汚泥掻寄機 レーキ外周速度１．９８ｍ／min回転数０．０５２６ｒｐｍ×０．７５Ｋｗ 1

嫌気性消化槽 Ф２０．０ｍ×側深８．５ｍ×中央水深１１．７ｍ　　 2

ガス撹拌ブロワー ４ｍ3／ｍｉｎ×１．１Ｋｇ／ｃｍ２×６５０ｒｐｍ　　１０.５Ｋｗ 2

ボイラー 炉筒煙管式 ０．６ｔｏｎ／Ｈ×８．５ｍ２　 1

シロキサン除去装置 活性炭方式 処理風量1ｍ3/ｍiｎ×１．０Pa以下 1

ガス貯留タンク Ф１４．０ｍ×Ｈ１１０ｍ　　　１５００ｍ3 1

余剰ガス燃焼装置 燃焼ガス量ダンパー半固定式 Ф１４００ｍｍ×Ｈ６８００ｍｍ送風機３．７Ｋｗ２２０ｍ3／ｍｉｎ 1

乾式脱硫塔 乾式脱硫剤充填式 Ф１．３３ｍ×Ｈ６．０ｍ処理ガス流量　　　１５００ｍ３／日 2

熱交換器 スパイラル式熱交換器（汚泥/水） ４ｍ2/基×１３，９２０ｋｇ/ｈｒ 2

消化汚泥破砕機 二軸作動形破砕機 Φ150ｍｍ相当×０．５ｍ３/ｍiｎ×０．７５ｋW 1

消化汚泥破砕ポンプ ディスインテグレーター 吸込口径２０５ｍｍ×４８ｍ３／min×１１maq×１１６０ｒｐｍ１５Ｋｗ 2

遠心脱水機 遠心脱水機１０ｍ３／ｈ×２５００Ｇ 主電動機３７Ｋｗ差速機１５Ｋｗ２８５０ｒｐｍ 2

薬品移送ポンプ ギヤーポンプ ０．２ｍ3／ｍｉｎ×０．１９６ＭＰａ×３．７Ｋｗ 2

無機凝集剤ポンプ ダイヤフラム式定量ポンプ Ф２５ｍｍ×０．００６～０．１８５ｍ3／ｈ×５０ｍ×０．４Ｋｗ 3

ケーキ貯留ホッパー パワーシリンダー開閉式 有効容積１０ｍ3 2

常圧浮上濃縮装置 常圧浮上式 浮上槽Ф２・６ｍ×水深３．４ｍ処理固形物量２．２ｔｏｎＤＳ／日 1

余剰汚泥供給ポンプ 一軸偏心ネジポンプ Ф１２５ｍｍ×１２～２４ｍ3／ｈ×１０ｍＡｑ×１５５～３０５ｒｐｍ７．５Ｋｗ 2

起泡剤注入ポンプ ダイヤフラム式定量ポンプ Ф２５ｍｍ×０～０．１１Ｌ／ｈ×ストローク長ＭＡ１５ｍｍ×０．４Ｋｗ 2

凝集剤注入ポンプ 一軸偏心ネジポンプ Ф２０ｍｍ×４０～２００Ｌ／ｈ×３０ｍＡｑ×５０～３５５ｒｐｍ０．４Ｋｗ 2

〃 〃 Φ２５ｍｍ×１２０～１８０Ｌ／ｈ×４４～６０ｍiｎ-1×０．４ｋW 1

濃縮汚泥移送ポンプ 一軸偏心ネジポンプ Ф１２５ｍｍ×２０ｍ3／ｈ×３０ｍＡｑ×２５５～３０５ｒｐｍ５．５Ｋｗ 2

砂ろ過塔 上向流ろ過塔 Ф１．９０ｍ×Ｈ５．９２５ｍ×処理水量３９０Ｌ／min 2

オゾン発生機 板型空冷式発生機 ＡＣ４１５Ｖ　３Ф６０Ｈｚ　　オゾン発生量３６０ｇ／ｈ 1

送水ポンプ 多段渦巻ポンプ Ф８０ｍｍ×０．５５ｍ3／ｈ×５０ｍＨ×１１Ｋｗ 3

ろ過水槽 №１水槽　　１０５ｍ3　　№２水槽　　１３５ｍ3 2

消化槽

終沈

放流

滅菌

重力

濃縮

中水道

遠心脱水

機械濃縮

沈砂池

汚水

ポンプ

初沈

反応槽

場所

汚水ポンプ

送風機 片吸込多段タービンブロワー

受電

自家発

流入渠



 

２ ポンプ場 

城山ポンプ場 （広場の遊具等の管理・保全も含む）  

 汚水排水能力 ： ２０（ｍ３／分）  雨水排水能力 ： １９２（ｍ３／分） 

 

春日浦ポンプ場 

 雨水排水能力： １２６（ｍ３／分） 

 

大塚汚水中継ポンプ場（海陽ポンプ場） 

汚水排水能力 ： ６．２４（ｍ３／分）  

 

機　　器　　名　　称 形　　　　式 能　　力　　等 数量

動力変圧器 乾式自冷式 ３§３００ＫＶＡ　　６６００／４１５Ｖ 1

動力変圧器 乾式自冷式 ３§３００ＫＶＡ　　６６００／４１５Ｖ 1

ディーゼル機関 水冷式 直列-６気筒　４４０ｋW　４サイクル　１８００min-1 1

発電機 ３§５００ＫＶＡ　　６６００Ｖ６０Ｈｚ 1

雨水流入ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ１．２ｍ×Ｈ１．５ｍ　　２．２Ｋｗ 1

バイパスゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ１．５ｍ×Ｈ１．５ｍ　　３．７Ｋｗ 1

放流ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ１．５ｍ×Ｈ１．５ｍ　　３．７Ｋｗ 1

汚水流入ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ０．６ｍ×Ｈ０．９ｍ　１．５Ｋｗ 2

雨水沈砂池 Ｗ４．０ｍ×Ｌ１８．０ｍ×水深３．８６ｍ 2

汚水沈砂池 Ｗ２．５ｍ×Ｌ１８．０ｍ×水深７．７ｍ 2

雨水沈砂掻揚機 Ｖバケット付ダブルチェーンコンベア Ｗ４．０ｍ×Ｌ１３．５ｍ×Ｈ３．８６ｍ　　３．７Ｋｗ 2

汚水沈砂掻揚機 Ｖバケット付ダブルチェーンコンベア Ｗ２．５ｍ×Ｌ１３．０ｍ×Ｈ７．７ｍ　　２．２Ｋｗ 2

雨水自動除塵機 ピンラック走行間欠式前面掻取式 Ｗ４．０ｍ×Ｈ３．３ｍ×速度７．０ｍ／ｍｉｎ　　２．２Ｋｗ 2

汚水自動除塵機 間欠式前面掻揚形 Ｗ１．６ｍ×Ｈ７．１ｍ×速度７．２ｍ／ｍｉｎ　　２．２Ｋｗ 2

雨水ポンプ 縦軸軸流型 Ф９００ｍｍ×９６ｍ3／ｍｉｎ×２．５ｍ×７５Ｋｗ（２次抵抗速度制御式） 2

縦軸渦巻斜流型 Ф３００ｍｍ×１０ｍ3／ｍｉｎ×１４ｍ×４５Ｋｗ 1

縦軸渦巻斜流型 Ф２００ｍｍ×５ｍ3／ｍｉｎ×１９ｍ×３０Ｋｗ（ＶＳモーター制御） 2

水中ポンプ 脱着式 Ф８０ｍｍ×１.０ｍ3／ｍｉｎ×２４ｍ×７．５Ｋｗ 2

オートストレーナー スクリーン４００ミクロンエレメント 48§×１５０Ｌ×６本　　０．１Ｋｗ　通常差圧０．０６Ｍｐｓ 1

場所

沈砂池

ポンプ室
汚水ポンプ

受電

自家発

流入渠

沈砂洗浄

装置

機　　器　　名　　称 形　　　　式 能　　力　　等 数量

動力変圧器 乾式自冷式 ３§１５０ＫＶＡ　　６６００／４２０Ｖ 1

ディーゼル機関 水冷式 ６気筒　３３０ＰＳ　４サイクル　１８００ｒｐｍ 1

発電機 ３§２５０ＫＶＡ　　４２０Ｖ６０Ｈｚ 1

流入ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ１．５ｍ×Ｈ２．０ｍ　　３．７Ｋｗ 1

バイパス流入ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 φ１．５ｍ　　２．２Ｋｗ 1

バイパス流出ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 φ１．５ｍ　　２．２Ｋｗ 1

自動除塵機 ダブルチェーン式前面掻取式 Ｗ１．５ｍ×Ｈ５．７５ｍ　　１．５Ｋｗ 2

沈砂池 Ｗ１．８ｍ×Ｌ２０．０ｍ　　水深３．０ｍ 2

主ポンプ 脱着式 Ф６００ｍｍ×４２ｍ3／ｍｉｎ×４ｍ×４５Ｋｗ 3

受電

自家発

流入渠

場所

機　　器　　名　　称 形　　　　式 能　　力　　等 数量

動力変圧器 乾式自冷式 ３§１５０ＫＶＡ　　６６００／４２０Ｖ 1

ディーゼル機関 水冷式 ６気筒　３３０ＰＳ　４サイクル　１８００ｒｐｍ 1

発電機 ３§１２５ＫＶＡ　　２２０Ｖ６０Ｈｚ 1

流入ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ０．４×Ｈ０．４ｍ　　０．４Ｋｗ 2

ポンプ井連絡ゲート 鋳鉄製電動外ネジ式 Ｗ０．４×Ｈ０．４ｍ　　０．４Ｋｗ 1

自動スクリーン ダブルチェーン式連続掻取式 Ｗ１０００ｍｍ×Ｈ１９００ｍｍ　　０．４Ｋｗ 1

しさ脱水機 スクリュウプレス脱水機 ７ｒｐｍ　　６０Ｈｚ　　０．７５Ｋｗ　　６００Ｌ／ｈ 1

脱着式 Ф１５０ｍｍ×２ｍ3／ｍｉｎ×２０ｍ×１１Ｋｗ 2

脱着式 Ф１５０ｍｍ×２ｍ3／ｍｉｎ×２０ｍ×１５Ｋｗ 1

活性炭充填量　　酸性ガス用　　４３０Ｋｇ／ｍ3

活性炭充填量　　塩基性ガス用　　５５０Ｋｇ／ｍ3

活性炭充填量　　中性ガス用　　５２０Ｋｇ／ｍ3

脱臭ファン ３§２００Ｖ×２００ｍｍＡｑ×１０ｍ3／ｈ 1

流入渠

脱臭
活性炭吸着塔

主ポンプ

自家発

受電

場所

横型直充填式 1



 

（別紙２） 

業務委託する業務範囲の概要 

 

受注者が行う業務範囲は、以下のとおりとする。 

 

１ 管理運営業務 

主たる管理運営業務は、以下のとおりとする。 

⑴ 各業務の実施計画等の策定、業務の統括及び総合的管理 

⑵ 別紙３に示す要求水準の担保 

⑶ 対象施設の設備・機器の機能保持 

⑷ 事故、災害等のリスク管理 

⑸ 従業員の労務及び安全管理、教育訓練 

⑹ 受託者、関係機関、住民等との連絡調整等 

 

２ 本件施設の運転管理業務 

⑴ 運転業務 

ア 水処理及び汚泥処理における運転・監視操作及びその関連業務（送風量の調整、

流入量調整、脱水機の運転等） 

イ 脱水機における汚泥運搬業務（廃棄物の処理及び清掃に関する法律における許

可を必要とする運搬を除くものをいう。） 

ウ 本件施設の巡視 

⑵ 水質等管理業務 

ア 業務において運転管理上及び法令上で要求される水質分析、汚泥分析、ケ－キ含

水率などの分析・解析 

イ 水処理反応槽のＤＯ、ＭＬＳＳ等、処理機能等の管理 

ウ 悪臭測定業務  

エ 分析薬剤・消耗品・備品類の調達及び管理 

⑶ 調達管理業務 

ア 水道、ガス、燃料の調達管理（電気料は除く。） 

イ 薬品類の調達管理 

⑷ 文書管理業務 

運転、水質管理、保守点検、修繕その他の業務に関するデ－タの記録、各報告書の

作成と報告、完成図書等の管理。これらの文書事務に係るパソコン、コピー機等は準

備は受注者の負担とする。 

⑸ 保安管理業務 

本件施設への不審者の侵入防止等に関する施設設備の保安巡視 

 

３ 本件施設の保守管理業務 

⑴  保守管理業務 

ア 機械設備、電気・計装設備、建築付帯設備、建築物、ポンプ場付属広場遊具等の

保守点検 

イ 水槽、タンク等の保守管理並びに清掃業務（建物内部の日常清掃、汚泥貯留槽、



 

サ－ビスタンク等の清掃、児童遊び場の清掃）  

⑵  衛生管理業務 

ア 植木、植栽等の剪定・散水等の樹木管理及び芝・草等の除草 

イ 建物等諸室の清掃業務（床面清掃、ワックス掛け、窓ガラス清掃、浄化センタ

ーと城山ポンプ場の高所ガラス清掃）。ただし、設備機器の清掃は、保守管理の一

環として実施すること。 

⑶  消耗品、資材の管理・調達 

 

４ 修繕業務 

受注者は修繕計画に基づく本件施設の修繕業務及び突発的修繕を行う。（城山ポン

プ場児童遊び場の遊具の修繕も含む。）ただし、受注者が行う修繕についての限度額は、

各運営年度につき１，８００万円とし、対象とする修繕は１件２００万円以下（消費

税及び地方消費税を含む）のものを原則とする。 

 

５ 上記１～４の業務のうち受注者が変更になる場合の業務引継ぎ期間においては、新

規受注者は次に掲げる業務を行わないものとする。「４ 修繕業務」の全て 

  

   

 

  

  

   



 

 

（別紙３） 

本業務に関する業務要求水準書 

 

１ 前提条件 

前提条件とは、本業務について受注者に提案を求めない、蒲郡市が予め定める事項

及び実施する行為等である。 

⑴  管理用地 

本業務において受注者が使用・管理する用地は、別添１－１から１－５までに 

示す。 

⑵  受注者が使用できる既存施設 

本業務において、受注者が使用できる既存施設は、別添１－１から１－５までに

示す施設である。 

⑶  受注者が使用できる備品 

ア 受注者に管理を委託する備品は、業務開始時に蒲郡市が指定する。 

イ 蒲郡市から管理を委託された備品は、受注者が無償でこれを使用することがで

きる。 

ウ 業務期間中の備品の管理については、蒲郡市と協議の上、実施することとする。 

⑷  業務期間に蒲郡市が受注者に委託する業務 

業務期間に蒲郡市が受注者に委託する業務は、（別紙２）「業務委託する業務範囲の

概要」のとおりとする。なお、下水道浄センターの小学生の施設見学の補助、各種

調査物のためのデータ提供、下水道浄化センター職員の補助等、受注者が適宜協力

するものとする。 

 

２ 本業務委託の要求水準 

業務要求水準とは、本業務を実施するうえで、受注者が最低限度満たすべき要件で

あり、その具体的手法は受注者の提案によるものである。 

受注者は業務開始に先立ち、施設の運転維持管理の業務範囲に関する計画書を策定

し、蒲郡市の確認を得ること。なお、計画書はモニタリング項目を含めて策定するこ

と。 

受注者は運営期間において、以下に示す業務の水準を確保すること。ただし、令和７

年８月１日から令和７年８月３１日までの業務引継ぎ期間については、新規受注者に

はこれを適用しない。 

⑴ 業務の基本的水準 

ア 受注者は、自らのノウハウを最大限活用して、下水道施設等の運転及び維持管理

を行い、下水道施設等を連続的に運転するとともに、安全で安定した下水の処理を

提供するほか、現行のサ－ビス水準を維持することはもとより、その向上を図るこ

と。 

イ 業務の実施にあたっては、既存施設の特質を十分理解し、安定処理が確保できる

よう十分な実施体制でこれに臨むこと。さらに、下水道事業の公益性を十分理解

し、地域住民等に対する適切な配慮を行うこと。 

ウ 受注者は、設備の構造、動作特性、管理状況及び諸性能を熟知し、日常はもちろ

ん、災害事故時等の緊急事態においても迅速かつ適切に対応できるようその体制



 

 

を整備すること。 

⑵ 運転管理の水準 

ア 受注者は、業務の履行に必要とする関係法令その他関係書類等を熟知し、その定

めるところに従って業務を履行すること。 

イ 受注者は、設備の構造、動作特性、管理状況及び諸性能を熟知し、通常時のみな

らず、故障・事故時においても迅速かつ適切に処置できるよう準備すること。 

(ｱ) 水量・水質の把握 

下水の量及び質に応じた水処理を行い、その処理水が通常状態において要

求水準を満足するよう水処理工程の水質を把握すること。 

 

    【表－１】処理すべき流入下水量の要求水準 

日平均汚水量下水道事業計画値（令和８

年３月３１日まで） 

［令和３～６年度の日平均汚水量実績］ 

３３，０００（㎥/日） 

 

［２０，４９０］（㎥/日） 

※令和８年４月１日以降の事業計画値については見直し検討作業中 

 

令和３～６年度の流入下水の水質実績を【表－２】のとおり例示する。 

【表－２】 流入下水の水質事例 

令和３～６年度の各月間平均最大値を積

算し四で除した平均値 

ＢＯＤ ３１６(mg/ℓ) 

ＣＯＤ １８５(mg/ℓ) 

全窒素 ６２(mg/ℓ) 

全リン １１(mg/ℓ) 

ＳＳ ３２９(mg/ℓ) 

 

処理水質の要求水準は、契約期間を通じて下表が適用される。なお、処理水

質とは、消毒槽通過後の処理水の水質である。 

【表－３】 処理水の要求水準 

法に定める水質基準 

ＢＯＤ １５(mg/ℓ) 

ＣＯＤ ２０(mg/ℓ) 

全窒素 １５(mg/ℓ) 

全リン １．０(mg/ℓ) 

ＳＳ ４０(mg/ℓ) 

要求する処理水質 

ＢＯＤ １５(mg/ℓ) 

ＣＯＤ ２０(mg/ℓ) 

全窒素 １５(mg/ℓ) 

全リン １．０(mg/ℓ) 

ＳＳ ２０(mg/ℓ) 

 

(ｲ) 汚泥脱水設備の運転 

下水の処理によって生じた汚泥を濃縮・脱水処理する。処理後の脱水ケ－キは、

以下の水準を満足するように脱水すること。 



 

 

   要求水準 

遠心分離脱水：含水率［ ８３．０ ］％以下 

(ｳ) 巡視点検等 

下水処理施設の運転状況及び設備機器の異常の早期発見に努めるため、巡視点

検を実施する。巡視点検は、処理状況及び設備の状況に応じて定期的に回数を

定めて又は適宜に実施すること。 

巡視点検にあたっては、機器の状態に注意し、特に異音、振動、臭気、過熱の

有無、計器の指示値等に注意すること。 

(ｴ) 管理・調達 

ａ 電力の管理 

下水処理施設の運転管理を良好に行うために、安定した電力の調達を必要

とする。この電力の管理については、受注者にて実施すること。ただし、電

気料金については、蒲郡市が直接支払う。 

ｂ 薬品の管理・調達 

下水処理施設の運転管理を行うために、必要となる薬品の調達については、

受注者にて実施すること。 

なお、受注者が本件施設において使用する薬品については、予め蒲郡市と

協議を行い、承諾を得た上で使用すること。 

ｃ 備品等の管理・調達 

本業務に係る施設の保守管理を良好に行うための備品、水道、ガス、燃料

の管理・調達を行うこと。 

(ｵ) 文書管理業務 

ａ 下水処理施設の運転管理、維持管理等を良好に行う上で必要となる図書

その他の文章を保管しており、これらの文章の毀損・滅失がないよう適切

に保管すること。また、市の指示に従い、必要な修正、追録、廃棄を行う

こと。 

ｂ 運転、水質管理、保守点検、修繕その他の業務に関するデ－タ等を記録し

保管する。また、市に提示若しくは提出する各報告書の作成と報告を行う

こと。 

ｃ 本業務の運営に係るデ－タは、これを記録すること。デ－タの項目、記録

の方法等については、業務開始に先立つ計画書の中に明示し、蒲郡市と協

議の上決定するものとする。 

(ｶ) 保安管理業務 

受注者は、下水処理施設における不審者の侵入などによる事故防止、盗難そ

の他の事態を防止するために施設の保安管理を行うこと。 

⑶ 保守管理の要求水準 

ア 保守管理の水準 

業務期間終了時、業務範囲における全ての施設が通常の施設運営を行うことが

できる機能を有し（市が実施中、若しくは改築更新、改良計画中の施設を除く）、

著しい損傷がない状態で市に引渡しが行えるよう関係法令等を遵守し、適切な保

守管理を行うこと。 

イ 保守点検 



 

 

（ｱ） 建築設備保守点検 

水処理、汚泥処理の建築設備について、その機能を良好に保つよう保守点検

を行うこと。 

（ｲ） 機械、電気、計装設備保守点検 

機械、電気、計装設備は何らかの故障や事故が発生するとプラント全体を停

止させるような事態が生じることもあるため、設備の構造や特性はもとより、

本件施設のシステム全体を熟知し、保守点検を行う。また、消防設備、クレ－

ン等の法令に係る点検、安全衛生法等による自主検査など、これら全ては受注

者の負担で行う。なお、高圧受変電設備の自主検査は、市の保安規定にもとづ

いて、受注者が実施すること。 

(ｳ) 消耗品、備品類の調達管理 

本件施設の保守管理を行うために、必要となる消耗品類の調達については、

受注者にて実施すること。 

ウ 衛生管理業務 

（ｱ） 水槽等の保守点検及び清掃等 

水処理及び汚泥処理に設置されている水槽、タンク等は、その機能に支障が

ないように定期的に点検し、必要に応じて清掃を実施すること。 

（ｲ） 環境衛生 

本業務の実施に当たっては、地域住民の生活環境に十分配慮し、適正な環境

衛生管理を行うこと。また、業務に使用する建物内は、日常的な清掃を励行し、

清潔に保持すること。 

エ 修繕業務 

（ｱ） 受注者は、修繕計画に基づいて本件施設の修繕を実施すること。また、業務

終了時における施設の原状回復のための修繕を含むものとする。 

（ｲ） 突発的に生じた設備等の故障、不良、破損などが生じた場合は、修繕などを

実施し、その機能の回復を図ること。 

受注者は、１件あたり２００万円以下（消費税及び地方消費税込み）の修繕を

原則とし、限度額は、各運営年度につき１，８００万円とする。 

（ｳ） 修繕に係る内容、費用等については、これを記録すること。デ－タの項目、

記録の方法等については、業務開始に先立つ計画書の中に明示し、市と協議の

上決定するものとする。 

 



 

 

（別紙４） 

基本リスク分担表 

責任の種類 内容 
負担区分 

発注者 受注者 

水質管理責任 下水道法における水質管理責任 ○  

廃棄物処理法上の責

任 

受注者が事業者として排出する廃棄物の運搬・処分に関

するもの 
 ○ 

上記以外に排出する廃棄物の運搬・処分に関するもの ○  

水質汚濁防止法上の

責任 

公共水域に排水する排水基準達成の責任 
○  

その他法令上の責任 

受注者の業務履行上で直接関係する法令の遵守責任（労

働安全衛生法等、消防法等） 
 ○ 

上記以外のもの ○  

法令等変更に関する

責任 

この契約に直接関係する法令等の変更 ○  

上記以外の法令変更  ○ 

税制度変更責任 
受注者に影響を及ぼす税制度変更（法人税等）  ○ 

広く全般に影響を及ぼす税制度変更（消費税等） ○  

許認可遅延の責任 
受注者が取得する許認可の遅延に関するもの  ○ 

上記以外の遅延に関するもの ○  

第三者賠償の責任 
この契約の履行に直接関係する受注者の責めによるもの  ○ 

上記以外のもの ○  

住民対応責任 

下記以外のもの（下水道事業の実施における住民反対運

動、住人訴訟等） 
○  

受注者のこの契約の履行に直接関係するもの（施設見学

等） 
○ △ 

事故の発生責任 
受注者の責めによる労災事故、設備の損壊事故等  ○ 

上記以外のもの ○  

環境保全責任 
受注者が行う業務に起因する、公共用水域の汚染等  ○ 

上記以外のもの ○  

契約の解除・変更責

任 

発注者の責めによるもの（安全対策違反、支払滞納等） ○  

受注者の責めによるもの（法令違反、破綻、放棄等）  ○ 

物価変動責任 契約締結後のインフレ、デフレ ○ △ 

不可抗力責任 地震、洪水等の天災による契約の中止、変更、解除 ○  

性能達成責任 
発注者が達成すべき性能 ○  

受注者が達成すべき性能  ○ 

○：主分担  △：従分担 

 

 

 

 



 

 

（別紙５） 

経費に関する負担の概要（1/2） 

負担の種類 内容 

負担区分 

発注者 受注者 

運転監視 

施設の運転・監視に関する人件費  ○ 

施設の運転・監視に関する消耗品類の管理・調達費  ○ 

巡回点検 

施設の巡回点検に関する人件費  ○ 

施設の巡回点検に関する車両、工具、消耗品の費用  ○ 

水質等分析 

施設の運転管理上で必要な水質分析、悪臭測定  ○ 

施設の運転管理上で必要な水質分析の試薬、ガラス器具

類、その他消耗品類の管理・調達費用 
 ○ 

蒲郡市下水道浄化センターの法定水質検査費用  ○ 

保守点検 

施設の保守点検に関する人件費  ○ 

施設の保守点検に関する車両費、工具費及び消耗品類の管

理・調達費用 
 ○ 

施設の法定点検に関する人件費  ○ 

施設の法定点検に関する車両費、検査費、工具費及び消耗

品類の管理・調達費用 
 ○ 

廃棄物管理 沈砂・しさ、脱水ケーキ、汚泥の運搬・処分費 ○  

修繕 

施設の定期的、突発的な修繕に関する費用 

※限度額は別に定める。 

○ ○ 

受注者の責めによる契約終了時の機能回復に係る費用  ○ 

施設の改築・更新など上記以外の費用 ○  

管理・調達 

施設の電力の事務管理費用  ○ 

施設の電気料金費用 ○  

施設の薬品、ガス、燃料、水道の管理・調達費用  ○ 

施設の通信費 ※処理場３階市事務所の電話料を除く  ○ 

衛生管理 

施設の水槽類の点検・清掃に関する人件費  ○ 

施設の水槽類の点検・清掃に関する機材、資材及び消耗品

の管理・調達費 
 ○ 

保安管理 

施設の保安管理に関する人件費  ○ 

施設の保安管理に関する車両費、工具費及び消耗品の管

理・調達費用 
 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

経費に関する負担の概要（2/2） 

負担の種類 内容 

負担区分 

発注者 受注者 

植裁管理 剪定、除草等の植裁管理に関する人件費  ○ 

剪定、除草等の植裁管理に関する機材、資材及び消耗品

の管理・調達費、植裁の運搬・処分費 
 ○ 

清  掃 

施設の床・ガラス、高所ガラス（浄化センターと城山ポ

ンプ場のみ）、建物等の清掃に関する人件費 
 ○ 

施設の床・ガラス、高所ガラス（浄化センターと城山ポ

ンプ場のみ）、建物等の清掃に関する機材、資材及び消

耗品の管理・調達費 

 ○ 

施設運営 

事務機器、事務用品、福利厚生費等、受注者が運営上必

要とする事務及び運営費用 
 ○ 

モニタリング モニタリングに関する費用 ○  

機能確認 

運営開始時の既存施設の機能確認に係る費用 ○ ○ 

契約終了時の機能確認に係る費用 ○ ○ 

 

上〇〇記は市が負担するもの 

・市事務所で使用する消耗品、備品 

・電気料 

・市事務所電話料 

・脱水ケーキ等、産業廃棄物処分業務委託料 

・修繕費のうち、１件当たり２００万円（消費税及び地方消費税を含む）を超える金額

の修繕費及び、受注者が負担する修繕費の年間の限度額を超えた場合の修繕費。 

  

〇受注者が負担するもの 

・受注者が受注者の事務所で使用する備品、消耗品。 

・受注者が施設の運営管理する上で必要な消耗品、備品、薬品、燃料費等。 

・２００万円（消費税及び地方消費税を含む）以下の修繕については、各運営年度につ

き１，８００万円（消費税及び地方消費税を含む）までは、受注者の負担にて行う。 

 

※ 上記は経費負担の概要である。本業務は性能発注よる包括業務委託のため、市職員事

務費以外の費用は、電気料等の一部例外を除き概ね受注者の負担という考え方である。  

詳細は受託予定者と契約交渉時に詰めるものとする。 

※ 本プロポーザルの結果、現受託者から別の受託者に変更になった場合は、現受託者が

設置した機器等については、撤去されることを留意すること。 


